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ボード表面養生
説明書
付属品外箱

！ 注 意 安全に、より永くお使いいただくために、必ず組立手順書をお読みください。

【部品名一覧】

【部品名一覧】

【組立手順】

手順１

手順２

・落下の事故を防ぐため、以下の手順通り、確実に組立てしてください。

・本製品は屋内使用専用品です。

23サイズ以上

１・２サイズ

0120-322-281

http://www.uma-jirushi.co.jp/
馬印ホームページは下記のアドレスでご覧になれます。

①板面

③粉受つまみ

②粉受

④吊金具
⑤洋折

組立てる前に、
部品の数をご確認下さい。

※吊金具と洋折はイレーザー
　の中に入っています。

組立てる前に、
部品の数をご確認下さい。

※吊具と洋折はイレーザー
　の中に入っています。

梱包内訳（構成部品表）

①
②
③
　

④

⑤

板　面

粉　受

粉受つまみ
23/33 サイズ

24/34 サイズ

35/36/46 サイズ

48サイズ

吊金具
36サイズ以下

46サイズ

48サイズ

洋　折
36サイズ以下

46サイズ

48サイズ

品　名 数量 品　名 数量

1

1

3

4

5

7

2 組

3組

4組

2

3

4

①板面

②粉受

③吊具
④洋折

梱包内訳（構成部品表）

①

②

③

④

板　面

粉　受

吊具

洋　折

品　名 数量 品　名 数量

1

1

2

2

粉受取付

スライド型吊金具 取付

③つまみを 90°回転させて
　固定します。

②粉受の穴に粉受ツマミ
　を差し込んでください。

②吊金具ⒷをⒶと反対側の
　枠に①と同様に溝の部分
　をはめ込みます。

①板面上側のアルミ枠（壁
　側となる方）へ、吊金具Ⓐ
　を溝の部分を枠にはめ込み
　ます。

③吊金具ⒷをⒶの方へ向
　かって左側よりスライド
　させ重ね合わせます。
　それぞれの吊金具の凹凸
　座の位置を必ず合わせて
　ください。

①板面下側のアルミ枠に
　粉受をあてがってくだ
　さい。

吊金具Ⓐ 吊金具Ⓑ

！

洋折

吊金具Ⓐ
吊金具Ⓑ

板面

壁面

アルミ枠

断面詳細図

【組立手順】

手順２ スライド型吊金具 取付

アルミ枠の後側に吊具の溝をひっかけ、前側に倒す
ようにアルミ枠の溝に吊具の前部をはめます。

！

洋折

吊具

板面

壁面

アルミ枠

手順１ 粉受取付

断面詳細図

②前側より粉受けを枠に
　はめ軽く押し上げ、後
　側も掛けます。

③後側が確実に掛かるよ
　う、前に粉受けを引き
　出します。

①粉受のテープ（保護紙）
　を剥してください。

保護紙

取扱説明書は裏面をご覧ください　≫≫

洋折釘、ビスが取付予定の壁にしっかりねじ込
まれているか確認して下さい。
コンクリート壁、石膏ボード壁などは専用の
アンカー、プラグなどでしっかり固定して下さい。
※アンカー、プラグは、お客様でご準備ください。

吊金具にボード以外の重量をかけないでください。
また吊金具を折り曲げて使用しないでください。

！ 吊具は必ず上記手順で確実にアルミ枠に
固定してください。

            洋折釘、ビスが取付予定の壁にしっかりねじ込まれているか確認して下
さい。コンクリート壁、石膏ボード壁などは専用のアンカー、プラグなどでし
っかり固定して下さい。          ※アンカー、プラグは、お客様でご準備ください。

吊具にボード以外の重量をかけないでください。



【付属品の内訳】

板面：ホワイトボード

品番：ＭＨ○○/ＭＨ○○○　
　　　ＭＶ○○/ＭＨ○○○ 板面：ＵＭボード（無反射ホワイトボード）

品番：ＭＣＳ○○／ＵＭ○○

板面：スチールグリーン黒板
品番：ＭＳ○○

壁掛ホワイトボード・黒板 取扱説明書（   　 　　）
ＭＨ○○
ＭＨ○○○
ＭＶ○○
ＭＶ○○○

ＭＳ○○
ＭＣＳ○○
ＵＭ○○

！ 注 意 安全に、より永くお使いいただくために、必ず取扱説明書をお読みください。

イレーザーのフタは
あけることができます。

■イレーザー大……………１個
■ボードマーカー黒・赤…各１本
■マグネット　30…………２個
■吊金具……………………※
■洋折………………………※

■ラーフル大……………１個
■ポケットチョーク……１0本入
■吊金具…………………※
■洋折……………………※

■ラーフル小…………１個
■ポケットチョーク…１0本入
■吊具※………………２個
■洋折…………………２個

■ボードマーカー黒・赤……各１本
■メラミンフォームイレーザー……１個
※スチールホワイトボードには使用しないで下さい

■マグネット　30……………２個
■吊金具………………………※
■洋折…………………………※

イレーザーの
フタはあける
ことができます。

※23サイズは
　吊具のみが
　３３サイズ以上の
　吊金具になります。

※23サイズは
　吊具のみが
　３３サイズ以上の
　吊金具になります。

■イレーザー小…………１個
■ボードマーカー黒……１本
■マグネット　 20………２個
■吊具※…………………２個
■洋折……………………２個

チョーク

チョーク

33サイズ以上

33サイズ以上

１・２・23サイズ

１・２・23サイズ

33サイズ以上

１・２・23サイズ

33サイズ以上

１・２・23サイズ

【ボードの管理とイレーザー / メラミンフォームイレーザー/ ラーフルの使い方】

ＵＭボード（無反射ホワイトボード） スチールグリーン黒板

！

■ボードの管理

■イレーザーの使い方

①ご使用前に、養生フィルムがついている場合は　

　ゆっくりはがしてください。

②板面の汚れは、水拭きにて拭いてください。

③硬いものを当てたり、擦ったりしないでください。

④板面への記入はホワイトボード
　マーカーをご使用ください。

注意：粉受に手を掛けたり、
重い物を載せないでください。

①構造

②スペアペーパーは装着した状態で、ご使用ください。

③ペーパーが汚れたら、新しいスペアペーパーに交換
してください。
④ティッシュペーパーでも、代用可能です。

フタ

スペアペーパー

本体

クッション材

！

■ボードの管理

■メラミンフォームイレーザーの使い方

①ご使用前に、養生フィルムがついている場合は　

　ゆっくりはがしてください。

②板面の汚れは、水拭きにて拭いてください。

③硬いものを当てたり、擦ったりしないでください。

④板面への記入は付属のボードマー
　カーまたは同社製専用チョーク
　をご使用ください。

注意：粉受に手を掛けたり、
重い物を載せないでください。

！
注意：スチールホワイトボー
ドには使用しないでください。
傷がつく恐れがあります。

①構造

②ＵＭボードに書いた文字や図形を、軽くこすっ　
　て消してください。力を入れすぎないでください。
③汚れが溜まり消えにくくなったら、メラミンフォー
　ムを本体から取り外して裏返してきれいな面で、　
　ご使用ください。水洗い等はしないでください。
④メラミンフォームイレーザー・交換用メラミンフォー
　ムの販売も行っております。

本 体

メラミンフォーム

①ご使用前に、養生フィルムがついている場合は　
　ゆっくりはがしてください。（ご使用前にラーフ
　ルで黒板全体を丁寧に拭くか、又は白チョークを
　横に寝かせ、軽く全面を塗り上げてからラーフル
　で丁寧に拭くことを推奨します。）
②板面の汚れは、水拭きにて拭いてください。水拭
　きの後は、必ず乾いてからご使用ください。
③硬いものを当てたり、擦ったりしないでください。
④板面への記入はチョークをご使用ください。濡れ
　たチョークやクレヨン・色鉛筆・マジックペンまたは
　金具等で字を書かないよう注意してください。
⑤セロハンテープや画鋲は使用しないでください。

■ボードの管理

■ラーフルの使い方

！ 注意：粉受に手を掛けたり、重い物を
載せないでください。

①構造

②粉のついたラーフルは、電動クリーナーなどを活
　用して、たえずきれいなものを使用してください。

③表面の布が破れたラーフルはご使用しないでくだ
　さい。

本 体

ホワイトボード

※サイズによって異なります。裏面上部の
　梱包内訳（構成部品表）をご確認ください

0120-322-281

http://www.uma-jirushi.co.jp/
馬印ホームページは下記のアドレスでご覧になれます。

組立手順書は裏面をご覧ください　≫≫


